
昨年より計算を要する問題の数は増加したものの，全体としては，解答時間に対して適切な問題量であった。
特筆すべき点として，第2問ではギブズエネルギーに関する問題が出題された。ギブズエネルギー変化ΔGを，
エンタルピー変化ΔH，エントロピー変化ΔSおよび絶対温度 Tを用いて表した式（ΔG＝ΔH－TΔS）や，
ΔG の値と反応の自発性との関係については，教科書では「発展」扱いとなっている。そのため，これらの
内容を未履修である受験生や，知識としては触れたことがあっても十分に理解・活用できていなかった受験
生にとっては，難度の高い出題であったといえる。


